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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第64期

第２四半期
連結累計期間

第65期
第２四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年９月30日

自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (百万円) 57,489 60,686 116,349

経常利益 (百万円) 3,553 4,078 7,898

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 2,239 2,685 5,026

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,486 2,413 5,193

純資産額 (百万円) 64,453 67,832 66,076

総資産額 (百万円) 92,589 96,777 95,631

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 62.21 74.63 139.61

自己資本比率 (％) 68.5 69.6 68.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,120 3,157 8,331

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,437 △1,450 △2,565

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,044 △1,227 △2,491

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 27,432 30,547 30,069
 

 

回次
第64期

第２四半期
連結会計期間

第65期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年７月１日
至 2018年９月30日

自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 32.56 40.24
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の状況

高齢者人口の増加を背景に、医療提供体制の見直しや在宅サービスの拡充など、地域包括ケアシステムの構築

に向けた動きが加速し、当社グループの主要事業が属するヘルスケア業界の市場は、引き続き拡大していくこと

が見込まれます。一方、異業種からの参入などにより競争が激化し、業界再編が進むなど、当社グループを取り

巻く環境は急激に変化しております。

このような事業環境の中、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、主要セグメントであ

る「健康生活サービス」、「調剤サービス」が順調に推移したことから、前年同四半期比増収を達成し、過去最

高を更新しました。

利益面につきましては、人件費等の増加はあるものの、「健康生活サービス」及び「調剤サービス」の売上増

加に伴う利益増等により、営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益が前年同四半期比増益を達

成し、いずれも過去最高を更新しました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績については、売上高60,686百万円（前年同四半期比3,196百

万円増、5.6％増）、営業利益3,947百万円（前年同四半期比557百万円増、16.4％増）、経常利益4,078百万円

（前年同四半期比524百万円増、14.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益2,685百万円（前年同四半期比

446百万円増、19.9％増）となりました。

 

〔セグメント別状況〕

① 健康生活サービス

病院関連事業及びシルバー事業においてレンタル売上が堅調に推移したことに加え、クリーニング設備製造

事業についても順調に推移したことから、前年同四半期比増収となりました。利益面につきましては、営業力

強化及び人員拡充による人件費の増加はあるものの、売上増加に伴う利益増等により前年同四半期比増益とな

りました。

売上高 31,284百万円 (前年同四半期比 1,319百万円増、 4.4％増)

営業利益 2,911百万円 (前年同四半期比  183百万円増、 6.7％増)
 

 

② 調剤サービス

131店舗の事業展開となり、当期及び前期に出店した新店効果及び処方せん単価の上昇により、前年同四半期

比増収増益となりました。

売上高 22,424百万円 (前年同四半期比 1,960百万円増、 9.6％増)

営業利益 1,495百万円 (前年同四半期比   463百万円増、 44.8％増)
 

 

③ 環境サービス

ビル清掃管理事業が新規契約獲得等により順調に推移したものの、リースキン事業において、前期に大手加

盟店に対する大口の販売が発生していた反動により商品売上が減少したことなどから、前年同四半期比減収と

なりました。利益面につきましては、リースキン事業の売上減少に伴う利益減に加え、レンタル資材費の増加

等により、前年同四半期比減益となりました。

売上高 6,871百万円 (前年同四半期比   78百万円減、 1.1％減)

営業利益 539百万円 (前年同四半期比   30百万円減、 5.3％減)
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末の95,631百万円から1,145百万円増加し、96,777

百万円となりました。これは、投資有価証券が407百万円、現金及び預金が254百万円、並びにその他(投資その他

の資産)が253百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が743百万円、たな卸資産が396百万並びにその他流動

資産が846百万円増加したことが主な要因となっております。

また、当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末の29,555百万円から610百万円減少し、当

第２四半期連結会計期間末は28,944百万円となりました。これは、支払手形及び買掛金が478百万円、並びに賞与

引当金が123百万円増加したものの、短期借入金が162百万円、繰延税金負債(長期)が154百万円、並びその他流動

負債が758百万円に減少したことが主な要因となっております。

非支配株主持分を含む純資産合計は、配当金の支払いが540百万円あったものの、親会社株主に帰属する四半期

純利益2,685百万円を計上したことなどにより、前連結会計年度末の66,076百万円から1,755百万円増加し、当第

２四半期連結会計期間末は67,832百万円となりました。その結果、自己資本比率は69.6%(前連結会計年度末比

0.9%増）となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ478百万円増加（1.6％増）し、30,547百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動により得られた資金は、3,157百万円（前年同四半期比37百万円

増、1.2％増）となりました。

この主な要因は、税金等調整前四半期純利益（4,031百万円）、減価償却費（1,695百万円）、仕入債務の増加

（580百万円）による資金増加要因が、売上債権の増加（775百万円）たな卸資産の増加（397百万円）、法人税等

の支払（1,370百万円）による資金減少要因を上回ったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動により支出した資金は、1,450百万円（前年同四半期比12百万円

増、0.9％増）となりました。

この主な要因は、有形固定資産の取得（1,401百万円）によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動により支出した資金は、1,227百万円（前年同四半期比183百万円

増、17.5％増）となりました。

この主な要因は、配当金の支払（540百万円）、長期借入金の返済（334百万円）、自己株式の取得（247百万

円）によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 114,000,000

計 114,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2019年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 36,041,346 36,041,346
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

計 36,041,346 36,041,346 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2019年７月１日～
2019年９月30日

－ 36,041,346 － 8,108 － 3,168
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(5) 【大株主の状況】

  2019年９月30日現在
 

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を

除く。)の総数に
対する所有株式数

の割合(％)

㈱小野木興産 岐阜県岐阜市九重町三丁目15番地 5,640 15.71

㈱大垣共立銀行
(常任代理人 資産管理サービス信託銀行㈱)

岐阜県大垣市郭町三丁目98番地
(東京都中央区晴海一丁目8番12号)

1,420 3.95

㈱十六銀行 岐阜県岐阜市神田町八丁目26番地 1,410 3.92

岐阜信用金庫 岐阜県岐阜市神田町六丁目11番地 1,344 3.74

トーカイ共友会 岐阜県岐阜市若宮町九丁目16番地 1,341 3.73

㈱三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目7番1号 1,339 3.73

日本マスタートラスト信託銀行㈱(信託口) 東京都港区浜松町二丁目11番3号 1,177 3.27

小野木 孝二 岐阜県岐阜市 1,115 3.10

㈱北陸銀行 富山県富山市堤町通り一丁目2番26号 1,051 2.92

トーカイ従業員持株会 岐阜県岐阜市若宮町九丁目16番地 874 2.43

計 － 16,715 46.57
 

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 － －
149,600

完全議決権株式(その他)
普通株式

358,739 －
35,873,900

単元未満株式
普通株式

－ －
17,846

発行済株式総数 36,041,346 － －

総株主の議決権 － 358,739 －
 

 

② 【自己株式等】

  2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式
数の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

(自己保有株式)
㈱トーカイ

岐阜県岐阜市若宮町九丁目16番地 149,600 － 149,600 0.415

計 － 149,600 － 149,600 0.415
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 
役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

専務取締役 営業統括
兼 事業開発本部長

専務取締役 営業統括 白木 元朗 2019年７月27日
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 30,429 30,175

  受取手形及び売掛金 16,747 17,490

  有価証券 64 62

  たな卸資産 ※1  5,588 ※1  5,984

  その他 527 1,373

  貸倒引当金 △46 △34

  流動資産合計 53,309 55,053

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 11,986 11,777

   機械装置及び運搬具（純額） 4,791 4,813

   土地 11,436 11,427

   その他（純額） 2,905 2,987

   有形固定資産合計 31,121 31,006

  無形固定資産   

   のれん 278 223

   その他 804 968

   無形固定資産合計 1,082 1,192

  投資その他の資産   

   投資有価証券 6,179 5,772

   繰延税金資産 1,146 1,208

   その他 3,078 2,824

   貸倒引当金 △285 △279

   投資その他の資産合計 10,118 9,525

  固定資産合計 42,322 41,724

 資産合計 95,631 96,777
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 12,931 13,409

  短期借入金 2,062 1,900

  未払法人税等 1,284 1,226

  賞与引当金 1,709 1,833

  役員賞与引当金 77 40

  その他 5,558 4,799

  流動負債合計 23,623 23,210

 固定負債   

  長期借入金 984 997

  繰延税金負債 542 387

  役員退職慰労引当金 493 457

  退職給付に係る負債 1,752 1,794

  その他 2,158 2,096

  固定負債合計 5,932 5,734

 負債合計 29,555 28,944

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 8,108 8,108

  資本剰余金 4,954 4,946

  利益剰余金 50,924 53,198

  自己株式 △24 △271

  株主資本合計 63,963 65,982

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,714 1,421

  退職給付に係る調整累計額 △11 △10

  その他の包括利益累計額合計 1,702 1,410

 非支配株主持分 410 439

 純資産合計 66,076 67,832

負債純資産合計 95,631 96,777
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 57,489 60,686

売上原価 43,485 45,615

売上総利益 14,003 15,071

販売費及び一般管理費 ※1  10,613 ※1  11,123

営業利益 3,390 3,947

営業外収益   

 受取利息 11 11

 受取配当金 55 60

 その他 137 107

 営業外収益合計 204 179

営業外費用   

 支払利息 28 21

 その他 13 26

 営業外費用合計 41 48

経常利益 3,553 4,078

特別利益   

 固定資産売却益 0 0

 特別利益合計 0 0

特別損失   

 固定資産売却損 8 0

 固定資産除却損 6 16

 減損損失 54 30

 災害による損失 25 －

 特別損失合計 95 47

税金等調整前四半期純利益 3,458 4,031

法人税、住民税及び事業税 1,197 1,388

法人税等調整額 △28 △62

法人税等合計 1,169 1,326

四半期純利益 2,289 2,705

非支配株主に帰属する四半期純利益 49 19

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,239 2,685
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 2,289 2,705

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 205 △293

 退職給付に係る調整額 △7 1

 その他の包括利益合計 197 △292

四半期包括利益 2,486 2,413

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,436 2,393

 非支配株主に係る四半期包括利益 49 19
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 3,458 4,031

 減価償却費 1,707 1,695

 減損損失 54 30

 のれん償却額 77 56

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 △21

 賞与引当金の増減額（△は減少） 40 42

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △49 △36

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △14 △0

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 39 43

 受取利息及び受取配当金 △66 △71

 支払利息 28 21

 固定資産除却損 6 16

 災害損失 25 －

 売上債権の増減額（△は増加） 805 △775

 たな卸資産の増減額（△は増加） △384 △397

 仕入債務の増減額（△は減少） △741 580

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △143 △746

 その他 △147 10

 小計 4,690 4,480

 利息及び配当金の受取額 63 69

 利息の支払額 △28 △22

 法人税等の支払額 △1,579 △1,370

 災害損失の支払額 △25 －

 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,120 3,157

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △230 △204

 定期預金の払戻による収入 268 184

 有形固定資産の取得による支出 △1,032 △1,401

 無形固定資産の取得による支出 △209 △190

 投資有価証券の取得による支出 △370 △0

 その他 136 162

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,437 △1,450

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △45 △155

 長期借入れによる収入 330 370

 長期借入金の返済による支出 △397 △334

 自己株式の取得による支出 － △247

 配当金の支払額 △593 △540

 割賦債務及びリース債務の返済による支出 △297 △272

 その他 △40 △47

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,044 △1,227

現金及び現金同等物に係る換算差額 8 △6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 646 472

現金及び現金同等物の期首残高 26,785 30,069

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

－ 5

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  27,432 ※1  30,547
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であった、株式会社同仁社については同日現在の財務諸表を使用し、

連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っておりましたが、同社が決算日を３月

31日に変更したことに伴い、当第２四半期連結累計期間は2019年１月１日から2019年３月31日までの３か月分の損

益について利益剰余金で調整し、キャッシュ・フローについては連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等

物の増減額で調整し連結しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１ たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

商品及び製品 3,777百万円 4,290百万円

仕掛品 220 210 

原材料及び貯蔵品 1,591 1,484 

計 5,588 5,984 
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

給料手当 4,140百万円 4,303百万円

賞与引当金繰入額 874 974 

役員賞与引当金繰入額 38 41 

退職給付費用 139 151 

役員退職慰労引当金繰入額 23 23 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

現金及び預金 27,771百万円 30,175百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △347 △392 

有価証券勘定に含まれるマネー・マネ
ジメント・ファンド

0 0 

流動資産「その他」（預け金） 8 764 

現金及び現金同等物 27,432 30,547 
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日
定時株主総会

普通株式 594 16.50 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月９日
取締役会

普通株式 540 15.00 2018年９月30日 2018年12月７日 利益剰余金
 

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 540 15.00 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

 
２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月８日
取締役会

普通株式 538 15.00 2019年９月30日 2019年12月６日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

健康生活
サービス

調剤
サービス

環境
サービス

計

売上高         

外部顧客への売上高 29,965 20,464 6,949 57,379 109 57,489 － 57,489

セグメント間の内部
売上高又は振替高

22 1 174 198 1 200 △200 －

計 29,987 20,466 7,124 57,577 111 57,689 △200 57,489

セグメント利益 2,727 1,032 569 4,329 21 4,351 △960 3,390
 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報提供事業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△960百万円には、セグメント間取引消去31百万円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△992百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

特記すべき事項はありません。

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

健康生活
サービス

調剤
サービス

環境
サービス

計

売上高         

外部顧客への売上高 31,284 22,424 6,871 60,580 105 60,686 － 60,686

セグメント間の内部
売上高又は振替高

21 － 198 219 1 221 △221 －

計 31,306 22,424 7,069 60,800 107 60,907 △221 60,686

セグメント利益 2,911 1,495 539 4,946 17 4,963 △1,016 3,947
 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報提供事業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△1,016百万円には、セグメント間取引消去25百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,041百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

特記すべき事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

１株当たり四半期純利益 62円21銭 74円63銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 2,239 2,685

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

2,239 2,685

普通株式の期中平均株式数(千株) 35,999 35,982
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

2019年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額………………………… 538百万円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………… 15円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………… 2019年12月６日
 

（注）2019年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2019年11月8日
 

 

株式会社トーカイ

取締役会  御中
 

 

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴   木   晴   久 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 伊   藤   達   治 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トーカイ

の2019年4月1日から2020年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間(2019年7月1日から2019年9月30日まで)

及び第2四半期連結累計期間(2019年4月1日から2019年9月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結

貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーカイ及び連結子会社の2019年9月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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